
１．はじめに 

先行研究[1]では、最適化問題を解くことで栄養

バランスやコスト、調理時間などを考慮した献立

作成システムが提案されてきた。しかしユーザー

個々の嗜好や状況、さらにユーザー体験（UX）と

いった主観的な要素が十分に考慮されていなか

った。 

本研究は，栄養バランスを考慮し，個人や家庭

のニーズに最適化された献立を効率的に提案す

るシステムを開発することを目的とする． 

２．多目的最適化における献立作成  

 献立作成において，調理時間とコスト，ユーザー

体験（UX）項目のうちのいずれかを考慮し，複数

の目的を同時に最適化するアプローチを採用し

た．このために，NSGA-II[2]を用いて，最適な献

立の組み合わせを求めた． 

ユーザーはトレードオフを視覚的に理解しなが

ら献立を選ぶことができるため，手間をかけずに

効率的かつ満足度の高い食事が提供可能となる． 

 

３．分析による UX項目の推定 

本研究では，ロジスティック回帰分析を活用し

て UX項目を推定し，献立作成システムに応用し

た．このモデルの有効性を評価するため，精度

（Accuracy），適合率（Precision），再現率（Recall），

F値（F1-Score）の 4つの指標を用いて分析を行

った．精度は全体の予測が正解した割合を示し，

適合率は予測したポジティブな結果のうち正解

であった割合，再現率は実際にポジティブな結果 

のうち予測で正解した割合を示す． 

 

４．提案手法 

生成された献立は UX 評価をユーザーが行い，

その結果をロジスティック回帰分析により次回

以降の提案に反映する．このプロセスを繰り返す

ことで，個々のユーザーに最適化された献立提案

が可能となる． 

５．数値実験結果並びに考察 

図１に実験の様子を示す． 

 

図１ UX項目データの収集の様子 

帰無仮説「UX 項目を考慮しても指標に有意な

差が生じない」が再現率を除く3つの指標（精度，

適合率，F値）で棄却され，有意差が認められた． 

６．おわりに 

これにより，UX 項目を考慮した献立推薦が，よ

り精度が高く適切な提案に寄与することが示さ

れた．  
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